
（奈良県）

悠
久
の
歴
史
に
培
わ
れ
た
地
域
財
産
と 

市
民
自
治
の
精
神

　

大
和
朝
廷
に
よ
る
統
一
国
家
体
制
構
築
の
基
盤

が
芽
生
え
た
４
世
紀
（
古
墳
時
代
後
期
）
か
ら
、
８

世
紀
前
半
ま
で
の
飛
鳥
・
奈
良
時
代
に
か
け
て
、

歴
代
天
皇
が
都
を
建
設
し
、
宮
（
皇
居
）
を
造
営
し

た
奈
良
盆
地
（
大
和
平
野
）
の
西
南
端
に
位
置
す
る

御
所
市
は
、
昭
和
33
（
１
９
５
８
）
年
３
月
、
旧
南

葛
城
郡
御
所
町
・
同
葛
村
・
同
葛
上
村
・
同
大
正

村
の
１
町
３
村
に
よ
る
合
併
で
市
制
施
行
（
面
積

60
・
58
㎢
）。
本
年
３
月
で
市
制
65
周
年
の
節
目
を
迎

え
た
（
本
年
６
月
末
現
在
の
人
口
は
２
万
３
８
７
５

人
）。

　

市
域
の
西
部
に
は
、
古
来
、
神
秘
の
山
と
敬
わ

れ
て
き
た
金
剛
山
地
の
主
峰
・
金
剛
山
（
標
高

１
１
２
５
ｍ
）
や
葛
城
山
（
同
９
５
９
・
２
ｍ
）
が
連

な
る
。
金
剛
山
の
東
側
か
ら
五
條
市
と
の
市
境
を

成
す
市
域
南
側
の
エ
リ
ア
は
、
竜
門
岳
（
標
高
約

９
０
４
ｍ
、
奈
良
県
宇
陀
市
・
同
吉
野
郡
吉
野
町
）

へ
と
至
る
竜
門
山
地
が
続
い
て
い
る
。

　

金
剛
山
地
の
北
部
に
位
置
し
、
二
つ
の
山
頂
を

持
つ
二
上
山
（
標
高
約
５
１
７
ｍ
の
雄
岳
と
標
高
約

４
７
４
ｍ
の
雌
岳
、
奈
良
県
葛
城
市
・
大
阪
府
南

河
内
郡
太
子
町
）
は
、
現
在
の
金
剛
山
・
葛
城
山
と

共
に「
葛
城
山
」と
総
称
さ
れ
て
い
た
時
代
も
あ
る
。

　

ま
た
、
金
剛
山
・
葛
城
山
が
所
在
す
る
御
所
市

お
よ
び
、
二
上
山
が
所
在
す
る
葛
城
市
と
共
に
、

葛
城
山
周
辺
地
域
と
し
て
、
大
和
国
創
生
に
ま
つ

わ
る
歴
史
や
神
話
の
舞
台
に
な
っ
た
大
和
高
田
市
、

香
芝
市
、
北
葛
城
郡
広
陵
町
を
合
わ
せ
た
４
市
１

町
は
、
現
在
、「
葛
城
地
域
観
光
協
議
会
」
を
共
同

で
組
織
し
、「
か
つ
ら
ぎ
の
観
光
振
興
」
を
軸
と
す

る
広
域
連
携
関
係
を
結
ん
で
い
る
。

　

大
和
国
創
生
に
ま
つ
わ
る
「
神
話
」
と
「
古
代
史
」

の
多
彩
な
様
相
を
描
き
、
現
代
に
お
い
て
も
重
要

史
料
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
る
、
あ
の
『
記
紀
』

（
奈
良
時
代
編
さ
ん
の『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』）や
、

日
本
最
古
の
歌
集『
万
葉
集
』に
も
、
金
剛
・
葛
城
・

二
上
と
そ
の

周
辺
に
ま
つ

わ
る
地
名
が
し
ば
し
ば
登
場

す
る
。
現
在
の
御
所
市
周
辺
エ
リ

ア
は
、
記
紀
・
万
葉
の
時
代
か
ら
、

日
本
人
の
心
の
琴
線
に
触
れ
る
高
い
精
神
性
を
、

常
に
宿
し
て
き
た
の
だ
。

　

同
時
に
、
竜
門
山
地
に
発
す
る
大
和
川
水
系
の

曽
我
川
や
、
金
剛
山
か
ら
湧
出
し
て
曽
我
川
に
注

ぐ
葛
城
川
な
ど
は
、
御
所
市
エ
リ
ア
を
縦
断
し
、

奈
良
盆
地
を
潤
す
貴
重
な
水
源
の
役
割
を
果
た
し

た
。
さ
ら
に
、
物
資
を
運
ぶ
大
動
脈
の
役
割
を
も

市 政 ル ポ 御
ご せ

所市

東
ひがしがわ

川  裕
ゆたか

 
御所市長

行
っ
て
み
た
い
・
住
ん
で
み
た
い
・
語
り
た
い
ま
ち

自
然
と
歴
史
と
市
民
力
で
創
る
わ
が
ま
ち
の
未
来
図
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担
う
な
ど
、
ま
ほ
ろ
ば
（
理
想
郷
）
と
し
て
の
奈
良

盆
地
の
形
成
に
お
い
て
、
御
所
市
と
そ
の
周
辺
エ

リ
ア
は
常
に
、
物
心
両
面
か
ら
の
恵
み
を
も
た
ら

す
、
重
要
な
位
置
付
け
に
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。

　

県
都
・
奈
良
市
か
ら
25
㎞

圏
、
大
阪
の
都
心
部
か
ら
も

30
㎞
圏
の
至
近
に
位
置
す
る

御
所
市
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
和

歌
山
線
の
４
駅
、
近
畿
日
本

鉄
道
御
所
線
・
吉
野
線
の
３

駅
、
そ
し
て
葛
城
山
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
の
２
駅
が
市
内
に
あ

る
。

　

さ
ら
に
、
京
都
・
奈
良
・

和
歌
山
を
結
ぶ
京
奈
和
自
動

車
道
（
御
所
Ｉ
Ｃ
、
御
所
南

Ｉ
Ｃ
）
お
よ
び
国
道
24
号
、

和
歌
山
県
南
部
・
新
宮
市
か
ら
紀
伊
半
島
を
縦
断

し
、
大
阪
府
枚
方
市
と
結
ぶ
国
道
１
６
８
号
、
関

西
国
際
空
港
に
直
結
す
る
国
道
３
０
９
号
が
市
内

を
通
る
な
ど
、
幹
線
道
路
網
も
完
備
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
御
所
市
は
京
都
市
や
大
阪
市
の
中
心

部
ま
で
約
１
時
間
の
通
勤
圏
内
に
位
置
。
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
と
し
て
の
評
価
に
も
非
常
に
高
い
も
の
が

あ
る
。

　
「
大
阪
府
と
奈
良
県
の
ち
ょ
う
ど
境
目
に
位
置
す

る
御
所
市
の
辺
り
は
、
古
代
の
人
々
の
感
覚
で
は

よ
り
以
上
に
交
通
至
便
な
地
域
で
あ
っ
た
は
ず
で
、

時
に
は
外
敵
か
ら
奈
良
盆
地
の
南
西
方
面
を
守
っ

た
り
、
重
要
な
砦
と
し
て
の
位
置
付
け
に
も
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
、
東
川
裕
御
所
市
長
だ
。

　
「
御
所
市
内
に
は
、
５
世
紀
を
中
心
に
、
時
の

天
皇
家
の
外
戚
と
し
て
権
勢
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た

葛
城
氏
や
、
６
世
紀
か
ら
８
世
紀
に
か
け
、

朝
廷
政
治
に
影
響
力
を
持
っ
た
巨こ

せ勢
氏
な
ど

に
ま
つ
わ
る
史
跡
が
、
葛
城
山
や
金
剛
山
を

中
心
に
、
葛
城
の
道
、
巨
勢
の
道
、
葛
城
氏

や
巨
勢
氏
の
も
の
と
さ
れ
る
古
墳
群
や
古
寺

社
な
ど
、
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
分
、
古
代
か
ら
近
世
ま
で
に
至
る
文

化
財
も
豊
富
で
、
５
件
の
重
要
文
化
財
を
始

め
と
す
る
国
指
定
文
化
財
は
16
件
、
奈
良
県

指
定
文
化
財
は
12
件
、
御
所
市
指
定
文
化
財

は
７
件
、
国
登
録
文
化
財（
※
建
造
物
）も
８

件
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
葛
城
氏
や
巨
勢
氏
は
、
御
所
市
と

そ
の
周
辺
エ
リ
ア
を
軸
と
す
る
葛
城
地
域
を
本
拠

に
、
都
を
護
り
、
天
皇
政
治
を
補
佐
す
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
自
ら
の
領
地
で
は
一
種
独
立
国
家
的

な
強
み
（
自
治
能
力
）
を
発
揮
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
。
そ
ん
な
ふ
う
に
も
考
え
て
お
り
ま
す
」（
東

川
市
長
）

　

生
ま
れ
も
育
ち
も
御
所
市
と
い
う
東
川
市
長
は
、

昭
和
60（
１
９
８
５
）年
に
大
学
を
卒
業
後
、
明
治
時

代
か
ら
続
く
家

業
の
酒
販
店

を
、
４
代
目
当

主
と
し
て
継
承

し
た
。
そ
し
て
、

御
所
市
商
工
会

理
事
や
葛
城
青

年
会
議
所
理
事

長
な
ど
を
歴
任

し
、
現
在
も
続

葛城山上を真っ赤に染め上げるツツジは「見事」の一語に尽きる（葛城
高原自然つつじ園）

金剛・葛城山麓の秋を彩る黄金色の穂波。まさに日本人の心の原風
景といえる

「御所まち霜月祭」は古いまち並みの中で、歴史に触れながら食や交
流などが楽しめる御所市の代表的な催し

甘柿のルーツとされる御所柿（ごしょがき）は江戸期・
大和地方屈指の名産品だった

奈良市

御所市
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く
「
御
所
ま
ち
霜
月
祭
（
そ
う
げ
つ
さ
い
）」
の
創
設

や
運
営
を
中
心
的
に
担
う
な
ど
、
市
民
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
も
活
動
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人「
ご
せ
ま
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
創
」副
理
事
長
な
ど

を
経
て
、
平
成
20（
２
０
０
８
）年
６
月
に
実
施
さ
れ

た
市
長
選
挙
に
出
馬
し
、
初
当
選
。
本
年
６
月
か
ら

４
期
15
年
目
に
入
っ
て
い
る
。

行
政
と
市
民
の
相
互
理
解
を
バ
ネ
に
進
む

魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り

　

御
所
市
を
代
表
す
る
催
し
「
御
所
ま
ち
霜
月
祭
」

は
、
現
代
の
御
所
市
の
中
心
市
街
地
で
、
江
戸
時

代
初
期
に
形
成
さ
れ
た
陣
屋
町
「
御
所
ま
ち
」
全
域

を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
市
民
協
働
の
催

し
だ
（
毎
年
11
月
第
２
日
曜
日
開
催
）。
文
化

財
指
定
な
ど
を
受
け
て
い
る
町
家
の
特
別
公

開
、
旧
家
の
所
蔵
す
る
歴
史
的
資
料
の
展
示

（
町
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
の
ほ
か
、
地
元
住
民

の
趣
味
の
作
品
展
示（
町
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）、

町
家
カ
フ
ェ
・
町
家
茶
屋
、
縁
日
、
演
芸
ラ

イ
ブ
な
ど
が
盛
り
だ
く
さ
ん
に
用
意
さ
れ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
令
和
２
年
、
３
年
と

中
止
の
憂
き
目
に
遭
っ
た
も
の
の
、
令
和
４

年
は
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
活
況
を
呈

し
た
。

　
「
私
に
と
っ
て
は
、
御
所
ま
ち
の
酒
屋
の
息

子
に
生
ま
れ
、
家
業
を
引
き
継
ぐ
の
と
同
時

に
、
霜
月
祭
の
創
設
や
運
営
に
携
わ
り
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
活
動
な
ど
を
通
じ
数
々
の
地
域
イ
ベ
ン

ト
や
地
域
活
性
化
活
動
な
ど
に
も
か
か
わ
っ
た
こ

と
で
、
地
域
の
歴
史
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の

多
様
な
考
え
方
が
お
の
ず
と
蓄
積
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
緯
が
あ
り
、
市
長
選
挙

に
出
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
わ
け
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
こ
と
を
全
て
含
め
て
、
御

所
市
全
域
で
代
々
伝
わ
っ
て
き
た
《
地
域
力
》
の
後

押
し
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
結
果
な
の
だ
と
、
今

改
め
て
思
い
ま
す
。

　

と
い
い
ま
す
の
も
、
葛
城
氏
や
巨
勢
氏
な
ど
、

古
代
か
ら
こ
の
地
域
に
培
わ
れ
て
き
た
自
主
独
立

の
気
概
は
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
さ
ら
に
開
花
し

ま
す
。
江
戸
時
代
の
御
所
ま
ち
は
幕
府
の
直
轄
地

で
し
た
が
、
地
域
の
商
人
た
ち
が
中
心
に
な
り
、

町
人
自
治
に
近
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
市
民
自
治
・
住
民
自
治
の
精
神
は
、
古
代

の
統
治
者
で
あ
る
葛
城
氏
や
巨
勢
氏
以
来
、
代
々

受
け
継
が
れ
て
き
た
自
主
独
立
の
精
神
を
尊
ぶ
Ｄ

Ｎ
Ａ
で
あ
り
、
現
代
の
御
所
市
に
も
脈
々
と
息
づ

い
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
私
自
身
、
市
長
に
就
任

し
て
以
来
、
つ
く
づ
く
実
感
し
て
き
た
の
で
す
」（
東

川
市
長
）

　

古
来
の
伝
統
で
あ
る
住
民
自
治
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
、

現
代
の
御
所
市
の
地
域
全
体
に
受
け
継
が
れ
て
い

る
こ
と
を
、
東
川
市
長
が
改
め
て
実
感
し
た
と
す

る
最
初
の
体
験
は
、
就
任
直
後
に
開
始
し
た
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
削
減
を
含
む
厳
し
い
行
財
政
改
革

に
臨
ん
だ
際
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
「
私
が
就
任
し
た
平
成
20
年
６
月
当
時
の
御
所
市

は
、
同
年
度
決
算
（
平
成
21
／
２
０
０
９
年
９
月
確

鴨都波神社のススキ提灯献灯行事は夏祭り（毎年7月16日）・秋祭り（毎年スポーツの
日の前々日）のハイライトだ

全国の加茂（鴨）社の根源とされる鴨都波神社（下鴨社）

5世紀前葉に築造された古墳では奈良県最大級の宮山古墳（別称:室大
墓、一部が国指定史跡）を桜田池公園越しに望む
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（奈良県）

定
）
に
お
い
て
、
早
期
健
全
化
団
体
に
な
る
こ
と
が

確
実
視
さ
れ
る
ほ
ど
、
財
政
状
態
が
悪
化
し
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
就
任
３
カ
月
後
の
平
成
20
年

９
月
に
『
財
政
非
常
事
態
宣
言
』
を
発
令
し
、『
御
所

市
再
生
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
』
を
平
成
21
年
３
月
に

策
定
。
平
成
21
年
度
か
ら
25
（
２
０
１
３
）
年
度
ま

で
、
５
年
間
に
わ
た
る
財
政
運
営
の
方
針
を
示
し
ま

し
た
。

　

そ
れ
以
後
、
財
政
健
全
化
を
何
よ
り
も
重
要
な

当
面
の
施
策
と
し
て
取
り
組
む
た
め
、
市
民
体
育

祭
や
敬
老
会
な
ど
、
市
民
生
活
に
深
く
密
着
し
た

イ
ベ
ン
ト
関
係
へ
の
補
助
金
も
、
カ
ッ
ト
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
ま
し
た
。
つ
い
こ
の
間
ま
で
は
自
分

自
身
が
地
域
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
を
推
進
す
る
市

民
の
側
に
い
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
本

当
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
申
し
訳
な
い
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
」（
東
川
市
長
）

　

と
こ
ろ
が
、
財
政
非
常
事
態
宣
言
を
行
い
、
再

生
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
明
示
し
、
市
行
政
の
窮

状
を
包
み
隠
さ
ず
市
民
に
知
ら
せ
た
結
果
、
そ
の

こ
と
を
理
解
し
た
市
民
有
志
が
中
心
に
な
り
、
補

助
金
が
な
く
な
っ
た
分
を
自
分
た
ち
で
集
め
る
な

ど
し
て
、
市
民
体
育
祭
や
敬
老
会
も
無
事
、
開
催

さ
れ
た
の
だ
。

　

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
市
民
が
「
予
算
が
な
い
な

ら
、
や
め
と
こ
か
、
と
は
な
ら
な
か
っ
た
」（
東
川

市
長
）
こ
と
だ
ろ
う
。
市
民
や
地
域
の
事
業
者
と
行

政
は
「
地
元
（
地
域
）」
を
構
成
す
る
両
輪
。
両
者
が

混
然
一
体
と
な
っ
て
行
う
の
が
「
地
域
振
興
」
な
の

だ
と
い
う
、
相
互
理
解
を
前
提
と
す
る
「
あ
・
う
ん

の
呼
吸
（
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
存
在
）」
が
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

か
ら
は
う
か
が
え
る
。

　
「
補
助
金
は
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
市
役

所
は
人
手
を
出
し
た
り
し
て
、
お
金
の
か
か
ら
な

い
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
懸
命
に
行
い
ま
し
た（
笑
）。
そ

の
結
果
、
そ
れ
ま
で
は
市
民
主
体
の
イ
ベ
ン
ト
に

市
役
所
が
お
金
を
出
す
だ
け
で
終
わ
り
が
ち
だ
っ

た
両
者
の
関
係
性
が
、
本
物
の
協
働
の
関
係
性
へ

と
発
展
し
、
催
事
も
従
来
と
は
違
う
、
手
作
り
感

満
載
の
、
面
白
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
お
け
る
、
行
政
と
市
民
・

事
業
者
な
ど
と
の
そ
う
し
た
程
よ
い
距
離
感
の
関

係
性
は
、
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
」（
東
川
市
長
）

　

東
川
市
長
は
こ
の
と
き
の
感
動
を
思
い
出
す
た

び
、
古
事
記
に
も
記
さ
れ
て
い
る
仁
徳
天
皇
の
有

名
な
説
話
「
民
の
か

ま
ど
」
を
想
起
す
る

と
い
う
。

　
「『
民
の
か
ま
ど
』

の
説
話
は
、
若
き

日
の
仁
徳
天
皇
、

大お
お
さ
ざ
き
の
み
こ
と

雀
命
が
高
台

か
ら
奈
良
盆
地
に

暮
ら
す
民
衆
の
暮

ら
し
ぶ
り
を
見
た

ら
、
人
家
の
か
ま

ど
か
ら
煙
が
上
っ

て
い
な
い
。
こ
れ
は

民
が
貧
し
い
生
活
を

し
て
い
る
証
拠
だ
と

気
付
か
れ
た
大
雀
命
は
、
そ
こ
か
ら
３
年
間
租
税
を

免
除
し
、
ご
自
身
も
質
素
倹
約
に
努
め
、
宮
殿
の
屋

根
の
修
復
も
控
え
ま
し
た
。

　

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
ま
た
豊
作
が
訪
れ
、
暮
ら

し
に
ゆ
と
り
の
出
た
民
た
ち
は
、
自
ら
徴
税
の
再
開

を
申
し
出
る
と
と
も
に
、
宮
殿
の
屋
根
の
修
復
を
も

行
っ
た
と
い
う
説
話
で
す
。

　

古
代
天
皇
と
民
と
の
関
係
を
、
現
代
の
地
方
自

治
体
と
市
民
と
の
関
係
に
な
ぞ
ら
え
る
の
は
、
適

切
で
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
人
口
減

少
が
不
可
避
の
潮
流
に
な
っ
て
い
る
現
代
の
地
方

都
市
に
お
い
て
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、
雇
用
の

場
を
創
設
し
、
老
若
男
女
、
全
て
の
世
代
の
人
々

に
、
こ
の
地
で
暮
ら
し
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
の
に
最
も江戸時代後期の町家「中井家住宅」は国の登録有形文化財（御所まち）

平成20年に復元された江戸時代の高札場（御所まち）
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必
要
な
要
素
は
何
か
。
そ

れ
は
、
行
政
と
市
民
と
の

協
働
関
係
や
、
共
通
認
識

に
基
づ
く
相
互
理
解
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う

い
う
意
味
合
い
に
お
い
て
、

仁
徳
天
皇
と
民
た
ち
が
相

互
理
解
で
深
く
心
で
結
び

付
い
た
説
話
『
民
の
か
ま

ど
』は
、
心
に
突
き
刺
さ
る

の
で
す
」（
東
川
市
長
）

　

し
か
も
、
仁
徳
天
皇
の

皇
后
（
石い
わ
の
ひ
め
の
み
こ
と

之
日
売
命
）
は
、

当
時
の
御
所
市
エ
リ
ア
を

支
配
し
て
い
た
葛
城
氏
の
出
身
。
市
内
に
は
石
之

日
売
命
の
父
、
葛
城
曽そ

都つ

毘ひ

古こ

の
墓
と
も
さ
れ
る

宮
山
古
墳（
一
部
国
指
定
史
跡
）が
実
在
す
る
。

　
「
だ
か
ら
こ
そ
、
行
政
が
苦
し
い
と
き
に
は
自
分

た
ち
市
民
が
何
と
か
す
る
と
い
う
、
御
所
市
民
（
有

志
）の
気
質
は
、『
民
の
か
ま
ど
』以
来
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
で

は
な
い
か
と
関
連
付
け
た
く
な
り
ま
す
（
笑
）。
ま

た
、
そ
う
し
た
市
民
力
こ
そ
は
、
御
所
市
の
最
重

要
な
地
域
財
産
の
一
つ
、
御
所
市
流
の
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
上
で
の
基
盤
な
の
だ
と

考
え
て
い
ま
す
」（
東
川
市
長
）

　

東
川
市
長
が
就
任
直
後
か
ら
進
め
た
果
断
な
行

財
政
改
革
は
、
市
民
の
深
い
理
解
や
議
会
の
後
押

し
も
あ
り
、
予
定
よ
り
２
年
も
早
い
、
開
始
３
年

目
の
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
度
に
一
般
会
計
の
収

支
が
早
く
も
黒
字
に
転
化
す
る
。
こ
れ
は
41
年
ぶ

り
の
快
挙
だ
っ
た
。
以
後
、
本
年
５
月
末
の
出
納

閉
鎖
で
判
明
し
た
令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
度
の
一

般
会
計
（
実
質
収
支
）
で
も
約
８
億
３
０
０
０
万
円

の
黒
字
と
な
り
、
12
年
連
続
で
黒
字
計
上
を
記
録

し
て
い
る
。

銭
湯
を
中
心
と
す
る
分
散
型
ホ
テ
ル
が 

け
ん
引
す
る
新
た
な
息
吹

　
「
と
は
い
え
、
御
所
市
の
財
政
上
の
ア
キ
レ
ス
腱け

ん

に
な
っ
て
い
る
、
依
存
財
源
に
頼
る
財
政
構
造
は

依
然
、
解
消
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
自
主
財
源
を
積

み
上
げ
よ
う
に
も
法
人
税
な
ど
の
市
税
収
入
が
少

な
く
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
は
い
か
な
い
の
も

事
実
で
す
。
し
か
し
、
例
え
ば
長
年
の
懸
案
で
あ

る
京
奈
和
自
動
車
道
御
所
Ｉ
Ｃ
周
辺
エ
リ
ア
へ
の

《
産
業
集
積
地
整
備
事
業
》の
ほ
か
、《
近
鉄
御
所
駅

お
よ
び
Ｊ
Ｒ
御
所
駅
周
辺
整
備
》と
一
体
的
に
進
め

る
予
定
の
《
新
市
庁
舎
建
設
》
な
ど
の
大
型
事
業
に

関
す
る
諸
経
費
も
、
本
年
度
当
初
予
算
に
少
し
ず

つ
組
み
込
め
る
状
況
ま
で
に
は
、
回
復
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
目
玉
施
設
と
し
て
、
先

行
的
に
進
め
て
い
た《
仮
称
・
防
災
市
民
セ
ン
タ
ー
》

の
建
設
は
、
令
和
６
年
１
月
の
供
用
開
始
が
確
実

な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
」（
東
川
市
長
）

　

災
害
時
に
は
避
難
所
と
し
て
、
平
時
に
は
子
育

て
関
連
の
交
流
施
設
と
し
て
機
能
す
る
防
災
市
民

セ
ン
タ
ー
は
、
配
備
す
る
公
用
車
を
電
気
自
動
車

（
そ
の
ま
ま
移
動
用
大
容
量
蓄
電
池
と
し
て
も
活
用

可
能
）に
す
る
な
ど
、
先
進
的
な
防
災
施
設
と
し
て

注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

さ
て
、
令
和
４
年
秋
に
３
年
ぶ
り
の
復
活
が

成
っ
た
霜
月
祭
を
契
機
に
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代

の
御
所
市
に
お
け
る
観
光
振
興
へ
の
機
運
は
地
域

全
体
に
み
な
ぎ
り
始
め
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
御

所
市
の
多
様
な
魅
力
の
発
信
拠
点
、
周
辺
エ
リ
ア

も
含
め
た
「
葛
城
地
域
」
の
観
光
振
興
の
拠
点
で
も

あ
る
中
心
市
街
地
・
御
所
ま
ち
を
少
し
歩
け
ば
、

新
た
な
「
活
気
の
芽
」
が
随
所
に
芽
生
え
始
め
て
い

る
こ
と
が
、
改
め
て
実
感
さ
れ
る
。

　

葛
城
川
の
水
流
を
活
用
し
た
環
濠
集
落
・
御
所

ま
ち
は
、
近
鉄
御
所
駅
な
ら
び
に
Ｊ
Ｒ
御
所
駅（
両

駅
は
数
十
ｍ
離
れ
て
い
る
）か
ら
徒
歩
10
分
ほ
ど
の

市
域
北
部
、
葛
城
川
を
挟
ん
だ
両
岸（
寺
内
町
中
心

の
東
御
所
・
商
業
都
市
の
西
御
所
）
に
形
成
さ
れ
、

江
戸
初
期
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
に
建
築

御所市は部落解放運動を推進した全国水平社（大正11年創立）の発祥地、
人権のふるさととしても知られている（水平社博物館）

分散型ホテル「GOSE SENTO HOTEL」の中核を担う銭湯「御所宝湯」
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（奈良県）

さ
れ
た
建
物
群
に
よ
る
、
風
情
あ
る
ま
ち
並
み
が

整
然
と
展
開
し
て
い
る
。

　

東
川
市
長
も
参
画
し
て
い
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ご

せ
ま
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
創
」を
中
心
に
、
地
域
住

民
に
よ
る
ま
ち
並
み
の
保
存
・
活
用
へ
の
取
り
組

み
は
平
成
15
（
２
０
０
３
）
年
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ

た
。
御
所
市
で
は
、
こ
の
ま
ち
並
み
を
無
理
な
く

維
持
・
保
存
す
る
た
め
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区（
伝
建
地
区
）制
度
の
導
入
を
企
図
。
平
成
30

（
２
０
１
８
）年
度
か
ら
令
和
２（
２
０
２
０
）年
度

ま
で
、
奈
良
女
子
大
学
と
の
協
働
で
予
備
調
査
も

行
っ
て
い
る
。

　

伝
建
地
区
制
度
導
入
事
業
の
主
要
目
的
は
、
ま

ず
、
ま
ち
並
み
の
維
持
・
保
存
に
よ
る
歴
史
的
価

値
の
保
全
・
向
上
に
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な

い
。
人
口
減
少
と
共
に
増
え
つ
つ
あ
る
、
空
き
家

の
再
活
用
事
業
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
地
域
活

性
化
、
観
光
振
興
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
大
化
、

雇
用
の
場
の
創
設
、
伝
統
と
現
代
的
セ
ン
ス
が
同

居
す
る
魅
力
あ
る
ま
ち
並
み
の
新
た
な
形
成
お
よ

び
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
な
ど
、
多
様
な
取
り
組
み

が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

中
で
も
令
和
４
年
10
月
、「
御
所
ま
ち
全
体
で
観

光
客
を
も
て
な
す
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
、
全

国
的
に
も
珍
し
い「
銭
湯
を
中
心
と
す
る
分
散
型
ホ

テ
ル
／
Ｇ
Ｏ
Ｓ
Ｅ 

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｏ 

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
」
が

開
業
し
た
こ
と
に
よ
り
、
従
来
と
は
異
質
の
活
況

が
も
た
ら
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
「
私
が
市
長
に
就
任
し
た
平
成
20
年
に
閉
業
し

た
、
御
所
市
に
建
っ
て
い
る
最
後
の
銭
湯
・
宝
湯

を
、
ま
ず
《
株
式
会
社
御
所
ま
ち
づ
く
り
》（「
Ｇ
Ｏ

Ｓ
Ｅ 

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｏ 

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
企
画
・
開
発
・
運
営
事
業
者
と
し
て
令
和
３
／

２
０
２
１
年
設
立
）が
買
い
取
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
再
生
し
た
銭
湯
を
中
心
に
、
御
所
ま

ち
に
立
地
す
る
古
民
家
３
軒
を
そ
れ
ぞ
れ
レ
ス
ト

ラ
ン（
洋
食
屋
ケ
ム
リ
）、
宿
泊
施
設（
宿
チ
ャ
リ
ン

コ
、
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
御
所
ま
ち
）な
ど
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

そ
れ
ら
を
分
散
配
置
す
る
こ
と
で
《
泊
・
食
・
湯
》

を
御
所
ま
ち
の
中
心
部
で
立
体
的
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
こ
う
と
い
う
の
が
《
Ｇ
Ｏ
Ｓ
Ｅ 

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｏ 

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
》開
業
の
狙
い
で
す
」（
東
川
市
長
）

　
《
御
所
市
第
６
次
総
合
計
画
》
の
標
語
を
借
り
れ

ば
、
こ
れ
は「
行
き
た
い
、
住
み
た
い
、
語
り
た
い

ま
ち
づ
く
り
」を
発
信
す
る
の
に
も
最
適
な
、
御
所

市
な
ら
で
は
の
ま
ち
づ
く
り
の
典
型
的
事
例
だ
ろ

う
。
こ
の
他
に
も
民
間
事
業
者（
飲
食
・
宿
泊
業
な

ど
）の
進
出
が
促
さ
れ
る
な
ど
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
波
及
効
果
も
既
に
出
始
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
例
え
ば
株
式
会
社
御
所
ま
ち
づ
く
り
に

出
資
し
て
い
る
油
長
酒
造
は
、
享き
ょ
う
ほ
う保４（

１
７
１
９
）

年
創
業
の
老
舗
蔵
元
だ
。
江
戸
初
期
に
形
成
さ
れ

た
御
所
ま
ち
を
代
表
す
る
企
業
と
し
て
、
現
在
も

地
域
文
化
の
発
展
に
尽
力
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
地
域
の
底
力
と
そ
こ
か
ら
育
ま
れ
る

市
民
力
と
の
合
わ
せ
技
か
ら
醸
し
出
さ
れ
る
の
が
、

例
え
ば
前
出
の
「
予
算
が
な
い
な
ら
や
め
と
こ
か
、

と
は
な
ら
な
い
市
民
た
ち
」
に
よ
る
、
地
域
（
わ
が

ま
ち
）振
興
へ
の
思
い
と
行
動
な
の
だ
ろ
う
。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
そ
れ
こ
そ
は
ま
さ
に「
御

所
市
最
大
の
地
域
資
源
」（
東
川
市
長
）な
の
だ
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
５
年
５
月
31
日
）

葛城川に注ぐ支流・柳田川は地域の人々の憩いの場。桜の名所として
観光客にも人気

大正7年創業のモリソン万年筆本店がカフェ＆バーに!! 「GOSE SENTO 
HOTEL」を構成する宿泊施設「RITA 御所まち」も併設

旧自転車店の古民家が宿に!! 御所宝湯とともに分散型ホテル「GOSE 
SENTO HOTEL」を構成する「宿チャリンコ」
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